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キャンプでは、小学校の軒下で複数の家族が肩を寄せ合って生活していた。そこでは台所やトイレなどの水回りの設備は併設されておらず、雨が降るたびに足下がぬかるむスペースに、なんとか必要最小限の日用品を保管し、人々が眠れる場所が確保されているだけであった。実際の紛争の現場では、まず女性や子どもなど立場の弱い人々 犠牲を強いられることが少なくない。難民 生活において朗らかな笑顔を忘れない子どもたちの様子を目にすると、肥沃で美しい大地にふさわしい和平がミンダナオにおいて一日も早く実現されるよう願わずにはいられな 。
ちばな　いづみ／アジア経済研究所　法・制度研究グループ
専門はフィリピンの法制度。
2005 年から 2007 年に海外研究員としてマニラに滞在。
2009 年から 2011 年に在フィリピン日本大使館に出向。
避難民による小学校の軒下での日常生活
紛争の停戦監視に協力するフィリピン国軍日本政府のODAで建てられた学校で勉強する女学生たち
ミンダナオ島の肥沃さがうかがえるコタバト市街地の遠景
巡回パトロール中の兵士たち
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